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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開議
○議長　　おはようございます。定刻でございます。

　　全議員の出席を見ております。

　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）
　　なお、本日は決算審査のため、菅家壽一代表監査委員に出席していただいております。
　　　　　　　　　　◎三島町歳入歳出決算審査意見書の報告
○議長　　日程第１、三島町歳入歳出決算審査意見書の報告についてをお願いいたします。代表監査委員。

○代表監査委員　　議員の皆様、改めましておはようございます。
　　それでは、令和４年度三島町歳入歳出決算に係る審査の意見を申し上げます。
　　審査の結果及び意見についてのみ申し上げますので、意見書の２ページをご覧いただきたいと思います。
　　それでは、審査の結果及び意見、各会計の決算書及び附属書は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、計数的にも正確であり、内容も適正であると認められます。
　　歳入については、厳しい財政状況の中で、財源確保に努力されていることは認められます。しかし、町税、国民健康保険税、使用料等については、毎年、多額の収入未済額があることから、毎年、徴収努力を望んでおりますが、依然として滞納額が減らない状況です。問題点の把握、目標値の設定、徴収体制の強化を行うとともに、税の公平性の観点からもより一層の徴収努力を望みます。

　　歳出については、以下のとおり申し上げます。

　　１点目は、路線バス事業についてです。
　　以前から運行体系の見直しを考えているようですが、現在も利用者が減り、それに伴う使用料が減少し、一般会計からの繰入金が増加しています。利便性が高くかつ経費を最小限に抑えられる方策を望みます。
　　２点目は、ＤＸ化の推進です。
　　業務の効率化を図ることにより、町民の利便性や行政サービスの向上、情報の円滑な流通につながる必要不可欠なものです。職員全体で必要性を再認識し、課題解決に向けての取組を求めます。
　　３点目は、未実施の事業についてです。
　　町の重点事業にも掲げていた事項であり、なぜできなかったのか、どうしたらできるのかなどの検証を行い、事業遂行につなげることを望みます。
　　４点目は、延滞金についてです。
　　金額は少額であっても町民の税金であることを再認識するとともに、原因と対応策をしっかり協議されることを望みます。
　　最後に、近年、公共投資の増加により、その財源として町債が増えております。自主財源の少ない当町では、町債は大きな比重を占め、その借入れに伴う公債費は増加し、一般会計は約３億6,700万円で、決算に占める割合は13.6％、特別会計は約8,200万円で、合わせて約４億5,000万円となっています。
　　今後、将来負担比率の発生や義務的経費である公債費は財政圧迫の大きな原因となりますので、適切な財政計画により起債を抑制するとともに、計画的かつ効率的な事業の執行を切望し、決算審査の意見とさせていただきます。
　　令和５年８月18日。
　　三島町代表監査委員、菅家壽一。
　　三島町監査委員、五十嵐健二。
　　以上でございます。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　◎議案第50号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第２、議案第50号、令和４年度三島町一般会計歳入歳出決算を議題といたします。

　　お諮りいたします。

　　説明は終わっております。審議の方法といたしまして、歳入と歳出とに分けて質疑をしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、歳入と歳出に分けて質疑をすることに決しました。

　　まず、決算書事項別明細書の19ページまでを質疑の対象といたします。

　　それでは、歳入の質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。

○８番　　歳入のほうで、ざっくりですがお聞きします。
　　町は歳入があって歳出がある。お金をもらったり取ったりして、出して何かするわけでありますが、そういった中で、歳入、いろんなところからお金をもらったり、町の税金を取ったり、使用料等をもらって歳出に当てるわけであります。意見書にも町税、国民健康保険税、使用料等ということで、これは未収入があるということで指摘がありますが、私はその中で、この使用料、例えば指定管理である建物から使用料ということでお金を頂いております。この使用料、今回は令和４年度ですが、毎年毎年さほどの金額の変わりがない。おんなじ、多分話合いの中でこの金額が出て、使用料としてもらっていると思われるのですが、この使用料は、その建物をやっている会社次第ではもっと使用料を取ってもいいのではないかと思うのですが、この使用料に対して歳出のほうでいろんな修理、部品の交換、そういったところでそれ以上のお金がかかっている、そういったところでこの使用料をもう一度見直してもいいのではないかと思うのですが、いかがでしょうか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　町の施設の使用料でございますが、一般的に指定管理者から徴収しているものでございますが、一律に同様の手法で使用料を算定するということで、各施設の整備費用の残存価格と言われる１割、こちらをその施設の耐用年数で除したものを年間の使用料ということで取決めして計算しているところでございますので、それも過去に見直しがあってそういった方法で今現在は定めておりますので、また新たな使用料が適正かどうかということにについて協議の上、新たな方法での使用料の算定があれば検討させていただきたいと思います。
○議長　　大竹克昌君。

○８番　　ぜひ行ってもらったほうがいいと私は思います。いろんな町が絡んでなかなか難しいものもあると思われます。その反面、それなりに売上げを上げている場所もあると思われます。今、これは歳入のほうでありますが、歳出も絡んでしゃべりますと、先ほどの修理代、いろんな部品の修理代がなぜかこの建物のほうでお金を払って、補正にも係って、当たり前のようにお金が出ていっております。そういったものも含めて、全てこの指定管理の中身、前にもいろんな議員さんが一般質問をしていると思いますが、もう一度この指定管理というものに見直しを入れて、中身を検討したほうがよいのかと思います。
　　以上です。

○議長　　総務課長。
○総務課長　　指定管理施設でこういった使用料を取っているというのは、町村においては非常に珍しいということも聞いてございますので、そういった点も踏まえまして、各町村の施設のそういった使用料等についての考え方等を調査しながら検討させていただきたいと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。
　　それでは、歳入の質疑を終わり、歳出の質疑に入ります。
　　決算書事項別明細書の20ページから最後までを質疑の対象といたします。質疑ありませんか。矢澤　昇君。
○１番　　山菜加工場のアドバイザー事業なんですが、これは平均してどのくらい行われているんですか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　昨年の実績値でいきますと、188日間です。勤務していただいて、様々な商品の開発、そしてアドバイス、単価固定等のご支援をいただいたところでございます。（「ありがとうございました」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。
○６番　　25ページの委託金の委託料のテレビ放送業務で、この議会放送を流すということで予算が上がって、随分上がっていますが、その内訳についてちょっと説明いただきたいです。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　すみません、ちょっと資料を今持っていないので、用意してよろしいでしょうか。
○６番　　大体議会で何ぼくらいになっているんだっけ。
○地域政策課長　議会で。今までが六百何十万でしたので、300万近く議会のほうでプラスになっているかと思います。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。
○６番　　同じく企画費なんですが、地域循環共生圏推進協議会の運営業務ということで107万9,100円という金額が上がっておりますが、この委託料についての説明をお願いいたします。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　地域循環共生圏推進協議会の運営支援業務として日本工営株式会社さんに委託したところでございまして、主な業務内容としては、まず木質ボイラー導入検討ということで、町内にある木質ボイラーの評価導入の調査、それの検討をしてもらって、あと監事会、協議会での運営支援ということで、出席、資料説明とかしていただいたところでございます。あと、議事録作成。あとは燃料供給体制の検討ということで、木質ボイラーはどのようなものを入れていったほうがいいか、ちょっと場所を決めてということもあったので、その基礎調査、エネルギーの調査等をやっていただいたところで、報告書を出していただいております。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　その調査なんですが、非常に、やっぱり100万超えておりますので、ある程度のことが行われているとは思うんですけれども、委託されてやっておるんですが、我々の目には見えてないので、どのような調査か、もう少し具体的にお願いしたいんですが。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　まず、この協議会のほうで、木質ボイラーの導入ということで以前にもチップ化して電気と併せてやるというのがちょっとできなくなった以降、木質ボイラーをつるの湯とひだまりに木質ボイラー、ボイラーだけというか、電気をなくして入れていこうということで調査を４年度検討したところで、どういうボイラーがあるか、あとどのくらいの熱量が今それぞれの施設でかかっている中で、どういうボイラーが入るといいかという部分と、あとその運営にかかるコストとか、そういう部分のやつをちょっと調べてもらった部分でございます。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　今、伺っているのはどんなものがいいかとか、容量なんていったら今やっている機械、化学燃料でやっていると思いますので、ある程度の力、これだけあれば間に合うなんていうことは大体分かるはずであって、それもお金のかかるものなのかというのがどうしても疑問に感じるわけで質問させていただいているんですけれども、実際には何をこれこんなふうにかかって、これをやるにはこれだけかかるんですよというような説明がないと、やはり100万超えなものですから、かなり大きいと思うので、資料だけそろえられてもそんなにはかからないと思うので、どのような実証をしているのかということをまた質問。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　議員ご指摘のとおり、なかなか私たちでは調査し切れない部分もありますので、技術の専門知識を含めた中で、それぞれの２つの施設に係るコスト、また機械等の種類の調査という部分でお願いしているところでございますので、そのような形でやっています。（「分かんないな。分からないところがあるな」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。
○６番　　次に、生活工芸振興費で、ボイラー管理ということで98万3,400円という数字が上がっておりますが、これは工芸館にある冷暖房用のボイラーの年間の保守点検という捉え方でよろしいんでしょうか。27ページです。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　議員ご指摘のとおりでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　今までですと、これは自主点検というのが始まって２年か３年くらいだと思うんですが、56万円というような、ちょっと、はっきりはあれなんだ、56万円か何がしというような記憶をしているんですが、倍までいっていませんが、近く上がっているということで、どういうことなのかということを説明してください。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　ボイラー本体のメンテナンスですが、経過年数も増えたということで、ちょっと今年度多くかかっているところがあります。あと、煙突の点検を、すすがたまるということで、そちらの点検も１回ほど増えているような形で、ちょっと今までより多くなっているかなということです。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　といいますと、当然年々古くなっていくわけですが、この保守点検にかかる料金というものは、じゃあ年々上がっていくという考えでやっていかなければならないということなんですか。というのは、このまきボイラーによって冷暖房ということを実験ながら始めたということで、最初から私はこの件について質問させていただいているんですが、町にとって普通に、普通という言い方はおかしいんですが、今までやっているようなことよりも、これによることによって200万以上の持ち出しが続いています。であること、やっぱりこれは、今、経費削減しなければ、削減しなければならないという中で、それも大変な問題になってくると思うんですよね。その中で、どんどんどんどん上がっていくようなことがあれば、持ち出しがどんどんどんどん増えるわけであるので、その点を一応危惧しているわけであって聞いているわけなんですけれども、これからもまた上がるというような考えでいなければならないということなんでしょうか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　今年度はある程度やはり年のたってのメンテナンスがちょっとかかっているところもあるので、そんなにこれから倍々という話ではないと思いますが、一応今回ある程度のメンテナンスをしたので、あと何年か後にまたちょっとかかるかなということで、二瓶議員おっしゃるとおり毎年どんどん上がっていくということでなくて、一回ちょっときれいにしておいた部分であとまたもたせてという形にはなると思います。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　いずれにしろお金のかかるものになってしまったということが現状かなと思いますので、町から持ち出しが非常にこの件についても出ておりますので、この点についてもやはり気を配っていただきたいなと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　23ページの公共施設費、集会所関係であります。
　　一般質問も私しましたけれども、いろんな事業よりも、各地区の住民の意見を聞いてといったことをやるのは役場の仕事ではないかということで、私もずっと言ってきました。議員の立場からすると、私たちは住民の声を役場に届けるのが仕事でありますので、これから私がお聞きするのは反対の意見になるかもしれませんが、聞いていただきたいと思います。

　　まずは、私は滝谷出身の議員であります。滝谷集会所のトイレまたはエアコン、いろんな面で本当に町の行政の皆様には大変ありがたく思っております。一般質問した名入の集会所前の舗装についてもやっていただき、名入の方も喜んでおられました。また、それに引き続き、この暑さが続く中で、各地区エアコンを順次入れてもらっております。本当にありがたいことだと思っております。

　　ただ、私が問題視したいのは、これから住民が少なからず人口が減っていく中で、この集会所の維持管理、全てが今現在は行政にかかっているのではないかと思います。一般質問の中でも総務課長にお聞きしましたが、集会所を建てた当時、その自治会、住民の皆様とその集会所の在り方、維持の仕方についての話合いとか決まりはあるのかということで聞きましたが、そういったことはございませんという返答をもらったと思われます。そういった中で、今後の集会所の維持費を考えると、行政の持つ金額と自治会の持つ金額、例えばお寺、神社のようなはっきりした形をつくらないといけないのではないかと思われますが、いかがでしょうか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　ちょっと質問の意図が読み取れなかったんですけれども、すみません。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　住民が行政に集会所のいろんなものを直してください、いろんなものをつけてください、そういった場合、行政のほうは順次、順番を置きながらもやってもらっていただいています。ただ、今後のことを考えますと、全て行政がこれを請け負うのもおかしいのではないかと私は思います。そういった中で一般質問したのが、集会所を建てた当時、行政と住民、自治会でそういう集会所を維持するために双方の持分、そういったものはないのかということで聞いたときに、総務課長さんはありませんと言いましたよね。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　集会所の維持管理については、一応協定がございます。集会所そのものは役場の資産でございますので、その躯体にかかる分については役場が負担するもの。それ以外、使用によって消耗するもの等については地区で負担するというような取り決めるものはございます。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　すみません、じゃあ私が勘違いしたのかもしれません。それはそれで置いておいても、これから先、集会所がほとんど同じ時期に建っているのを考えますと、同じ時期にこのときとんでもない金額が出てくるのではないかと私は考えます。そういったところで、自治会との話合いもしながら、持分というか、そういったものをもう一回話し合う必要性もあるのではないかと思われるんですが、いかがでしょうか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　当町において集会施設というのは、全て町が国、県の補助事業を活用しまして建てているというのが現状でございます。一方、他町村に目を向けますと、その集落、自治会が基本的にお金を出して、行政から補助を頂いて建てているということが一般的なように思われます。ゆえに、集会所そのものはその行政地区で管理する、修繕等も内輪で行うというようなところが一般的だと思いますけれども、町はこれまで、住民負担というものを考えて、補助事業を活用して各地区の集会所は行政が全て負担してきたというところから、財産上、町の財産になりますので、町の財産にほかの地区の資産を加えるというところにやはり制度上非常に難しいところもございますので、今10万円というような基準等もございますけれども、それ以下の消耗品的なものは地区で、それ以外の躯体に係る分、いわゆる効能、効果を上げるためのものというような維持管理のものというものについては、やはりその建物所有者である町が行ってきたということでございますので、今後、確かに年数を経過して、屋根の塗装ですとか維持管理費用がかかってきます。そういったことについてご理解をいただけるのであれば、受益者負担ということも今後検討する必要があるのかと思います。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　なかなか住民には難しいことかもしれませんが、話し合うべき事柄じゃないかと私は思います。ただ、三島町は、今総務課長がおっしゃったとおり、町の持ち物なので一応10万以上は町で面倒見ますということは、これでよろしいんでしょうか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　今の制度上はそのようになってございますので、今後、もしそういった議論が進めば、住民負担ということも検討の余地があると考えてございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。菅家三吉君。
○７番　　43ページ、商工振興費、中段くらいで、地域おこし協力隊の起業支援補助金65万2,000円ありますが、こちらの詳細というか、どんなものに使ったかなんていうのは、教えられる範囲で伺いたいと思います。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　地域おこし協力隊員、桐たんすのほうに来ていた協力隊の方が独立して自分で工房を造りたいということなので、機械とか部品等とかの購入費に申請していただいて、100万までオーケーなんですが、一応自分で借りてということで、60万という形になります。
○議長　　菅家三吉君。
○７番　　確認ですけれども、それは総務省の10割補助金で間違いなかったですか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　総務省から頂けるやつで間違いございません。
○議長　　菅家三吉君。
○７番　　移住してきて、地域おこし協力隊という形でこちら三島のほうに移って、そしてある程度勉強して起業していただいて、物すごくいい成功事例だなと思っております。
　　最初のスタートアップのときに、こうやって満額100万円の補助金が国からあるんですけれども、実際、事業を１年というか最初だけじゃなくてこれからずっと継続してなさっていくわけなので、このほかにもうちょっと継続的な支援をしていけるような、若い方が起業するという気持ちを持って始めたときに、例えば最初スタートアップしてなかなか軌道に乗るまでやっぱり数年かかるとは思うんですけれども、そういったときに下支えできるような、現状何かそういう補助金とか町での枠組みというものはあるのか。もしないときは、そういうのを準備するというか、皆さんで協議できればなと私は常々思っているんですけれども、その辺、もしあるのであれば教えてほしいなということで、ひとつお願いします。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　今回のようなスタートアップで部品をそろえたりするのはなかなか厳しいんですが、起業支援という中で、産品開発とかそういう部分での小さな補助、50万上限なんですけれども、そちらもありますし、あとはちょっと借りるという形になれば、商工会のほうも、今、入っていただければ、起業の借りられる、融資も全部町のほうで負担するということになっていますので、借りやすい状況という形にはしております。ただ、補助金の中ではあんまり今までより大きな、その100万を超すようなものはないんですけれども、産品開発の部分ではちょっと持っていますので、そちらのほうはこれからどういうふうにやっていくかと思いますし、今１年目で、いろいろなところに出て自分でＰＲなどもしていますので、そこら辺も含めながら支援していきたいなと思っています。
○議長　　菅家三吉君。
○７番　　ありがとうございます。

　　令和４年度はコロナの交付金がありまして、私たちのところも、地場産業の観光事業継続補助金というのが下の欄にもありますけれども、この辺も枠組みを組んでいただいて、今までやっていた事業者の方もある程度コロナ禍でちょっと疲弊したのを挽回するために手助けしていただいた部分があると思うんですけれども、これからこの先移住してきて三島でなりわいを立てていこうと思っている方もいらっしゃるときに、町はそういう方を大歓迎して応援するというようなものを、分かりやすくというか、今おっしゃっていただいたその支援策もぱっと見て分かるような、三島に行って何か頑張ればこういうのがあるんだと分かるような、ちょっと明確に取っつきやすいようなものを、せっかくあるんだから、何か分からないではもったいないし、もうちょっと全面的にやって、移住してきてじゃあ三島でものづくりだったり農業だったり、農業のほうはまた別にありますけれども、そういうホームページや何かで広報して、行ってみようかなという最初の取っかかりかもしれないですけれども、もう少し明確なものがあると、今後移住してもいいかなという人が増えるんじゃないかなと思っていますので、ご検討いただければなと思います。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　ご指摘ありがとうございます。今の移住の目線という部分で、いろんな方がいらっしゃるので、うちの町ではこれだけの支援をやっていますという部分はちょっと出してはいるんですけれども、なかなか目に留まらない部分があるかもしれないので、今後検討させていただきます。（「お願いします」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。矢澤　昇君。
○１番　　ちょっとお聞きしたいんですが、集会所のエアコン設置の件なんですが、５年度は２か所に設置したみたいなんですが、新しい集会所にはエアコンが設置されていると思うんですけれども、古い集会所といいますか、できて大分たっているんですが、そういうところもあると思うんですが、今年のようにこういう暑い日が続きますと、集会所での会合がお年寄りには物すごくきつい日が続いております。
　　そこでちょっとお聞きしたいんですが、今後、ついてない集会所にエアコンを設置する計画があるのか伺いたいと思います。よろしくお願いします。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　まさにこの暑い時期に集会所に集まって活動するということは非常に大変でございますので、計画的にエアコン設置については実施してまいるということでございます。（「どうもありがとうございました」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　42ページ、負担金、補助金及び交付金、この中にあります有害駆除等の絡まりの歳出でありますが、そういった中で、ざっくり、今現在三島町の狩猟免許を持っておられる方はどんどん減っておられる状態なんでしょうか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　今現在約十五、六名と私記憶しておりまして、今年、今月なんですけれども、新たに実技の試験を受けて、鳥獣担当としまして狩猟免許、猟銃とわなを持った隊員が１名入ってございますので、極端に減っているということはないので、今後増やしていくような考えはあります。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　いろいろ補助金や負担金を出して、イノシシ対策ということで行政が頑張っておられます。そういったところで、若い人たちにもどんどん声をかけて取ってもらいたいと思っております。そういった中で、なかなか逆に言えば減っていく場合も考えられます。そうなれば、やはり今現在使っておりますわな、道具、そういったものを今後増やすなり修理するなり、余裕があるわな、そういったものをやってもらいたいなと思っております。令和４年度のわなの数、今年の春は多分間に合っていない状態だったと思われます。それは壊れているとかいろんな理由で修理に出しているからとか私も言われましたけれども、そういったことのないようにしていただきたいと思っております。

　　今現在、この間の全員協議会でもしゃべりましたが、今年、これから異常に増えて出てくる予定だということを国も県もしゃべっております。今朝ほどの新聞では、金山町でついに人が襲われたということであります。そういったことを考えると、これは令和４年度の決算でありますが、待ったなしでちょっと力を入れていかなくてはならないのかと思いますので、よろしくお願いします。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　議員ご指摘のとおり、本当にわな、箱わな、ドラム缶のわな、今フル稼働で動いている状態でございます。先日の全員協議会で大竹議員のからご指摘いただきまして、わな、緊急性を要するということで、総務と相談しまして、あと２基ほど箱わなを……（「ついてないんじゃないか」の声あり）電池が入っていない……（「ついてない」の声あり）そっち入っていません。大丈夫ですか。

　　最初から改めまして答弁させていただきます。

　　議員ご指摘のとおり、わなは現在13基ありまして、それで、先日の全員協議会でご指摘いただきまして、緊急性を要するということですので、予備費で２基ほど追加で箱わなを購入させていただきまして、そっちも速やかに設置したところでございますので、本当に人的被害を発生させないということがまず前提でございますので、我々緊張感を持って取り組んでまいりたいと思います。

　　以上です。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。
○６番　　今、補助金ということで話が出ましたので、私からは、この決算書をずっと見ますと、補助金いろいろございますが、ほとんど単年で終わるものといいますか、単年の補助ということでありまして、その中で補助が数年にわたるものといいますと、やっぱり空き家の住宅の改修のものであったり、まきストーブの購入補助ということの今回は２件ということで、30万ほどあるんですが、その２件くらいが単年でなく数年にわたって使用していくものの補助になっているというふうに見えるんですが、一般質問等でも質問させていただきましたけれども、いろいろ事情があってそれが使えなくなったり、また改修した家等々を出ていくというようなこともあります。そのときにはやはりそれなりの条件が必要だろうというようなことで質問をさせていただきました。例えばこの家にいるんだったら最低は５年ですというようなことで、一般質問でアカデミー生の奨学金のようなことで５年というような話をさせていただきました。実際に使っていないものも現にありますし、そのようなときに、税金でやっておりますので、やはりある程度それなりの条件ということが必要だろうということで、検討していただくということで話をしておったんですが、その点はどのようになっておるでしょうか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　空き家のほうに関しましては、多分二瓶議員の一般質問でもお答えしたかと思うんですが、５年定住、５年をもっていまして、転出したりそういう人でもう住めなくなっているという場合は残存分を返していただくという形に今なっておりますので、そのような状況が発生した場合は、１事例発生している場合もありましたので、それは戻してもらっております。
○議長　　特命担当課長。
○特命担当課長　　まきストーブについては、このような返還等はございません。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　じゃあ、必要だということで申請していただいて、このストーブの補助というのは目的は何かということであると、森林に関わってきて、この森林の町でも今植わって材料を作っておりますが、町の材を、または自分の材でも町のものであったら構いませんが、それをやはり使っていただくと。森林再生に貢献していくために、そのためのこれは補助です。ストーブを買うためだけの補助ではないんです。目的に合った使途でやっていかなければなりません。それがずれていたり、ストーブは１年のものではありませんので、取ったときに、じゃあ１年使いましたけれども、あともう用なくなったからというようなことは、それでもじゃあ構わないという判断でよろしいでしょうか。
○議長　　特命担当課長。
○特命担当課長　　結婚や転居等でやむを得ない事情があったと判断しております。それ以外の著しくその補助金を支出したことによって不利益になる場合については、補助金　　返還も検討していきたいと考えております。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　ということは、これから検討されるというような取り方でよろしいでしょうか。
○議長　　特命担当課長。
○特命担当課長　　著しく町に不利益になった場合等については検討していきたいと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。菅家三吉君。
○７番　　44ページ、観光費の中で、中段くらいの美坂高原の星空活用事業の中で、星空保護区の予備調査がありますけれども、この中身、どんなことをしたのか、そして令和５年度も継続的に何かなされているのか、ちょっと教えてください。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　こちら、皆様新聞等でご存じ、一度お話もさせていただきました美坂高原、星空がきれいということもありまして、ぜひ世界的なダークスカイ協会に星空保護区の申請を目指したいという部分で、昨年はその日本の団体、星空保護推進機構にいろいろお話をしている中で、申請の中でやっぱりいろいろ段階を踏まなくてはいけなくて、その対象となる地域の事前調査をしなきゃいけないということで、東洋大学の先生とその団体の方に来ていただいて、２日間調査をしていただいた部分の経費ということで出しております。

　　対象エリアということもありまして、町全体をやるとなかなか大変なので、今、美坂高原という利活用も含めた中での取組ですので、美坂高原をメインに指定できないかということで進めております。その部分の調査をしてもらった分と、今年度なんですが、それに付随して今度は暗さの測定をしなきゃいけないということで、今、測定専用のカメラを購入させていただいて、８月に一度１週間ほど連続して撮影したものを今データ解析してもらいまして、このまた秋、11月になったらまた１週間程度配置して、暗さを測定して、その状況を判断していただいて、この申請に向けた取組等も進めてまいりたいと思います。
○議長　　菅家三吉君。
○７番　　ありがとうございます。私も会津管内あちこち歩いていますと、マスコミ等で美坂高原の写真が載ってみたり、あと大きなポスターにちょっと写ってみたりとかで、結構言われるようになり始めました、今年。三島の美坂ってあんなに星きれいなのという感じで言われるようになってきたので、物すごくいい雰囲気になってきたなと、肌感ですけれども感じているところであります。

　　今、調査段階で、まだまだ申請とまではいかないところではあるとは思うんですけれども、途中で挫折せずに継続的に進めていただいて、ぜひとも日本一というか、日本に誇れる奥会津の三島の星空までしっかり持っていってもらいたいなと思っております。よろしくお願いします。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　14ページ、負担金、補助金及び交付金の中の、さっきも聞いていますが、世代間交流促進事業、令和４年度上がっております。全員協議会等でもその結果というか少し説明を聞いた記憶もございますが、改めまして、令和４年度どのような事業をやってどのような成果が出たのかお聞きします。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　世代間交流事業につきましては、令和４年度につきましては、11月に只見線の旅ということで、只見線全線再開時に合わせたそういった企画を実施したところです。参加者は17名でありました。その３月に奥会津の若者交流事業ということで、奥会津の町村、５町村以外にも会津若松ですとかそういった希望も含めて、会場は昭和村で、参加者は20名ということで、交流事業を行ったところです。

　　今後につきましては、そういった他町村との交流という部分も広がりましたので、そういったところを広げていきたいと考えているところでございます。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　令和４年度、すばらしい運営事業になったと私は思います。令和５年度も引き続き、町だけに収まらず、広域的なもので交流事業を広げていただいて、行く行くはその中で結婚でもできるようなつながりまでいけたら最高だと思いますので、実のあるものにしていただきたいと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。生涯学習課長。
○生涯学習課長　　議員おっしゃるとおり、令和５年度につきましても、交流という部分で広域連携をしながら、結婚、そういう希望につながるような取組をしていきたいと考えております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。
○６番　　地場産品の販路拡大事業ということで、令和４年度の地場産品の販路拡大事業の委託ということで、桐だんす583万円、ちょっと今この主要施策の成果の説明書のほうから質問させていただいていますが、これの中身、どのようなものであったのか、説明をお願いいたします。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　大きく３点ございまして、まず一つは三越伊勢丹における展示会の開催、東京インターナショナルギフトショーへの参加、あと前回のみしま宿の２階の桐たんす展示の部分の改修、あとは展示会という形で行ったところでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　そうすると、三越に桐製品を持っていってＰＲを行ったということと、道の駅の２階の飾ってある場所の改築ということでよろしいですか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　まず、三越のほうに関しましては、生活工芸館の奥会津編み組み細工と桐たんすと、あと佐久間建設工業さんの天然木製品、これを持っていって販売という形です。

　　もう一つが、東京インターナショナルギフトショーということで、東京ドームでやった部分がありまして、そちらのほうにも奥会津編み組み細工、桐製品、あと天然木の製品というのを持っていって販売と、あとビジネスの商談という形で行っております。

　　最後、道の駅の２階の展示会と一部改修という形です。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　それで、これはもう一般質問で質問させていただいていますが、やはり、観光事業のほうのＰＲであったりいろいろ行っておりますけれども、町民の方々はほとんど知らないということで、町が今何をやっているんだということを何らかの方法で情報発信してほしいということを、私、数回一般質問でさせていただいていますが、その点についてはどのようになっていますか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　大変申し訳ございませんが、町広報等を使ってＰＲしたいということをお話ししたんですが、大変申し訳ありませんがちょっと依頼できておりませんので、今後やらせていただきたいと思います。あと、一応これはサポート事業を使っているので、振興局あたりには出ているんですが、町のほうでやっていませんので、今後、その形とどこかの形で町民の方にＰＲしたいと思います。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　ぜひ町が今やっていること、情報を町民の方々に知っていただいて、いろいろ意見をいただくということがとても大事なことであろうと思いますので、よろしくお願いします。
　　そして、会津桐の振興ということで、令和４年にも199万7,000円ということで会津桐の上がっておりますが、こちらについての説明をお願いいたします。
○議長　　特命担当課長。
○特命担当課長　　こちらにつきましては、会津桐だんすが若手デザイナーと連携して、展示会、新商品開発、若手デザイナーがアメリカに行きましたので、そちらのほうで商談等をいただく事業について支援しております。
○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　これは令和５年度にも予算化、ついこの前一般質問でさせていただいておったんですけれども、内容についてどのようであったのか、成果について説明願います。
○議長　　特命担当課長。
○特命担当課長　　東京、あと長野県、デザイナーズホテル、そういったところで展示会をして、大変好評でありました。アメリカでの商談については、ある程度まとまったんですが、その後、ちょっと諸事情によって契約まではいっておりません。
　　新商品の開発は、まな板とかトレイとかマスト、あと八角皿、六角皿等を見直したものを作りました。
　　売上げについて、令和４年度で40万近く売上げがあったと聞いております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。菅家三吉君。
○７番　　44ページ、観光費、宮下駅周辺の公園等整備基本設計、令和４年度はどの辺まであったか、進捗ですね。令和４年度内でどの辺までいって、令和５年度、現在どのような状況になっているか教えてください。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　令和４年度におきまして、この基本計画、からんころん脇の広場及び宮下集会所脇のびおたん公園という形で、そこに基本設計を組むのに、基本設計もベースにしながら、住民の方々の意見公開聴取ということで、多分議員も見られたかと思いますが、からんころんにおいて町民の方また観光客の方々にいろいろご意見いただいて、使いやすい公園という形で整備したところでございます。

　　５年度については、予算も確保したところは、なかなか両方の整備を一気にするのは大変ということもあるので、今年度はからんころん脇の広場を整備するべく、実施設計の委託料と工事費を上げておりまして、今実施設計が出来上がりまして、これから工事の発注をかける予定でございます。
○議長　　ほかに。菅家三吉君。
○７番　　ごめんなさい、俺が忘れていたら申し訳ないんですけれども、そのからんころん脇の空き地の完成図というかイメージ図みたいなのは出来上がっているんでしたっけ。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　あくまで基本設計のときに皆さんからいただいたものをベースにして、基本設計ではちょっとパース図を作ってあります。そこからちょっと、やはりいろいろ工事やるに関して、やはりどうしても雪国とかそういう部分を考えなきゃいけない部分があったので、そこからちょっと変わってはいるんですけれども、４年度で作った分に関しては基本設計のパースもございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　ざっくりお聞きします。令和４年度の新型コロナウイルスの感染症についてお聞きします。

　　令和３年度の繰越事業ということで、令和４年度、いろいろな事業にお金が割り振られ、使われておりますが、そういった中で、町民に特に来るものが、桐の里商品券であり、商品券給付事業あたりだとは思われますが、今回、令和４年度、令和３年度もそうでありましたが、この商品券、町民にとって喜ばれるものになったのか、便利性があるものだったのか、どう理解するかお伺いします。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　まず、商品券もいろいろありまして、まずうちのほうの担当としましては、商品券の発券事業これは商工会の皆さんと協力して毎年やっていたものでございまして、その後の給付事業が昨年度は年２回、第１弾と第２弾、７月と11月にやらせていただいたところでございまして、基本的にはやはり町内の経済活性化という部分では、使う方と使ってもらう方で多分意見も分かれるかもしれませんが、燃料高騰、物価高騰もあったものですから、多分皆さん大変給付で潤ったかなと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　コロナウイルスも５類に変わりまして、今後このような事業がまた展開されるのかは、国、県、上のほうからは分かりませんが、町そのもので今後も、コロナウイルスは消えておりませんので、こういったことを継続していく考えもあるのか。町自体でいかがでしょうか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　もともと商品券は商工会がプレミアム付ということに町が補助をして行っていた事業で、今回のこのコロナにつきましては、国が消費者等々、それから事業者を支えるところから商品券給付というものを行っていると考えております。町にとって一般財源だけを用いてなかなかそういった手当てというものについては非常に難しい部分がございますので、これまで同様、商品券については商工会が発行するものへの支援ということで今のところは考えているところでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。菅家三吉君。
○７番　　会津地鶏振興事業補助金で、今大竹議員からもありましたが、地鶏キャンペーンを主とした令和４年度事業をやっていたと思いますが、これもコロナの交付金を充当して事業展開していたということです。この成果説明書を見ているので、中身は大体私も理解はしているんですけれども、実績、ざっくりどんな感じで、どういう状況だったか。
　　私が言いたいのは、コロナの補助金がなくなって、令和５年度、地鶏キャンペーンを含む地鶏振興の予算がほぼないと思うんですが、これから６年度以降も全く地元の消費者、町民向けに、今、物価高騰で地鶏の値段も大分上がっている状況です。以前からもやっぱり高級感があってなかなか町民の人がふだん使いできないというお話はよく耳にしていましたので、ある程度町民の方々にもう少し手軽に本来ですと味わってほしいなと思うところでありますので、これから町としてはそういった特別的なこの補助金がない限りは町民向けにそういう支援というかサービス、キャンペーンも含めてやっていくお考えがあるかないかというところをお願いします。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　議員ご指摘のとおり、昨年までは様々なコロナ関係の交付金がございまして、例えば360万円という交付金がございましたので、そういった事業と、あと、例えば県の事業等々を組み合わせまして、様々な事業を実施してまいりました。例えばいろんなイベントに出展したり、あとポイントカードで景品とかそういったこともやりまして、やはり、あとその中で地鶏キャンペーンということで、町内の地鶏振興会加盟店の方々、飲食店等の方々に購入補助ということで支援をしてきたところでございます。やはりそういったときにはすぐに販売額というのは伸びてきますが、やはり終わると止まってしまうというのが現状でございます。そういったところ、やはり原点に立ち返るというわけではないんですが、食鳥処理場も今建設されております。恐らく来年度、また新たな会津地鶏という形で出荷されると思いますので、お金だけじゃなくて、やはり味を理解してもらう、そういったところで、再度町内飲食店の方々に集まっていただいて知恵を出していただきながら、みんなで一緒に考えていくような形も考えていきたいなというのも考えてございます。なかなか町単独での大きな補助というのは難しいと思いますので、お金がなければやっぱり知恵を出してみんなで考えていこうというような機運、そういったものをつくっていきたいなと考えてございます。
○議長　　菅家三吉君。
○７番　　ありがとうございます。

　　以前の議会でもお話しさせていただきましたが、町を挙げての会津地鶏、一大産業として町も本当に全面的にバックアップしていくと。今課長からもお話がありましたように、今、新しく社屋というか工場を造っているわけですので、それに従事した人たちだけがにぎわうのではなくて、やっぱり町全体が盛り上がってこその本当に地場産品だなと私は常々思っておりますので、生産者、そして提供したりする飲食店、そしてそれを味わっていただく消費者が、皆さん一つになって応援して、やっと大きくお金をかけて、町の一イベントといいますか、本当に先を見据えた事業をやっておりますので、本当に真剣になって、もう一度この会津地鶏を三島町に愛されるものにしていきたいなと私も思っておりますし、そのために町と飲食店、今課長からもお話がありましたように、飲食店も一丸となってやっていければなと私も思っております。

　　でも、背に腹は代えられないと言いますか、正直、仕入れのほうのお話を聞きますと、皆さんやっぱりなかなか前よりも厳しくなってきた。お客さんからの需要が、例えば宿泊のお客さんが会津地鶏食べたいなと言われれば用意できるけれどもという話も聞いたときもありますので、思いは分かりますけれども、実際にやっぱり観光客をはじめお客さんに提供している人たちの今、節、思っているいる部分もヒアリングしていただき、どういうふうに進めていったらいいかご検討いただければなと思います。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　議員ご指摘のとおりだと思います。やはり地元の飲食店が気軽に使えて、そして、やはり三島町から会津地鶏というのが、ここに来れば本当に食べられる、これは本当に原点だと思うんです。今まではどうしても外に向かってのＰＲという部分が多くて、実際に来てみたら、あれ、意外と食べるところないなという個々の声も聞いていますので、やはりそういったことで、本当に行政だけでは力に限界がございますので、本当に皆さんで話し合いながら、ヒアリングしながらということもありましたので、そういったことを振興会等を中心にしながら進めていきたいと考えてございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　またざっくりでありますが、意見をお聞きします。

　　監査委員からも１点目として挙がっています、路線バス事業についてであります。路線バスは前から……、（「それはバスだっぺ」の声あり）すみません、申し訳ありません。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑を終結いたします。
　　討論に入ります。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終結いたします。

　　これより議案第50号、令和４年度三島町一般会計歳入歳出決算を採決いたします。
　　本案を認定することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第50号は認定することに決定いたしました。
　　お諮りいたします。
　　休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　11時20分まで休憩といたします。（午前１１時０９分）
◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時２０分）
　　　　　　　　　　◎議案第51号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第３、議案第51号、令和４年度三島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算を議題といたします。
　　説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終わります。
　　これより討論に入ります。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第51号、令和４年度三島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算を採決いたします。
　　本案を認定することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第51号は認定することに決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎議案第52号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第４、議案第52号、令和４年度三島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算を議題といたします。
　　説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認め、質疑を終わります。
　　これより討論に入ります。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第52号、令和４年度三島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算を採決いたします。
　　本案を認定することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます
　　よって、議案第52号は認定することに決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎議案第53号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第５、議案第53号、令和４年度三島町路線バス事業特別会計歳入歳出決算を議題といたします。
　　説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。

○８番　　先ほどは失礼しました。

　　この路線バス事業ですが、監査委員からも１点目ということで指摘を受けております。現在の利用者が減って、それに伴う収入も減少し、一般会計からの繰入金が増加しているということでございます。

　　ざっくり、路線バス、この町のバスがデマンドバスに替わったその翌年だと思ったのですが、その辺からバスの利便性を変えてもらいたいというような地区要望も上がっていたと私も記憶しております。そういった中で、実際行政のほうで、ここ一、二年の話ではございません、いろいろ検討なされていると思いますが、どのようなお話合いをしているのかお聞きします。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　路線バス事業につきましては、利用者が年々少なくなっているところに、運行に係る経費が上がっていくような状況で、非常に悩ましいところでございます。その中で、デマンドバスに代わるまた運行の方法がないか等々については、常に課内で話をしているところでございますが、なかなかそれに代わる方法というものが見つかっていないのが現状でございます。

　　デマンドバスにつきましては、年々利用者は増えているような状況でございまして、間方線、大石田・西方線、滝谷・早戸線、それからデマンドバスという中では、全体での利用者は、総延べ乗車数になりますけれども、１万5,000人ほど年間では利用されているということでございますので、一概に経費が多く持ち出しが多いから新たな策というものについても今現在見当たらないというような状況で、今は地元の足を支えるという意味から、路線バスの継続、それからデマンドバスもＰＲに努めながら利用を増やしていくというような状況でございます。
○議長　　大竹克昌君。

○８番　　高齢者が増えるこの三島町で、町民の足になるデマンドバス、または町営バスであります。多少の金額がかかったとしても、なくすわけにはいかないと思われます。そういった中で、行政の中でより一層よい方向性のある路線、またはバスの運行を考えていただいて、その中で、できれば金額を抑えるといったところに努めていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　　以上です。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　議員ご指摘のとおり、バスはなくせないものと考えてございますので、運行の形態等についてよく調査研究しながら進めてまいりたいと思っております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終わります。
　　これより討論に入ります。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第53号、令和４年度三島町路線バス事業特別会計歳入歳出決算を採決いたします。
　　本案を認定することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます
　　よって、議案第53号は認定することに決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎議案第54号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第６、議案第54号、令和４年度三島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算を議題といたします。
　　説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終わります。
　　これより討論に入ります。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第54号、令和４年度三島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算を採決いたします。
　　本案を認定することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます
　　よって、議案第54号は認定することに決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎議案第55号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第７、議案第55号、令和４年度三島町介護保険特別会計歳入歳出決算を議題といたします。

　　説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終わります。

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第55号、令和４年度三島町介護保険特別会計歳入歳出決算を採決いたします。

　　本案を認定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第55号は認定することに決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎議案第56号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第８、議案第56号、令和４年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出決算を議題といたします。
　　説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終わります。
　　これより討論に入ります。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第56号、令和４年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出決算を採決いたします。
　　本案を認定することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　異議なしと認めます
　　よって、議案第56号は認定することに決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎議案第57号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第９、議案第57号、令和４年度三島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を議題といたします。
　　説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑を終わります。
　　これより討論に入ります。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第57号、令和４年度三島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を採決いたします。
　　本案を認定することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます
　　よって、議案第57号は認定することに決定いたしました。
　　以上で令和４年度三島町一般会計及び特別会計の決算に関する議題が終了いたしました。

　　ここで菅家壽一代表監査委員に退席いただきます。お疲れさまでした。
　　　　　　　　　　◎議案第58号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第10、議案第58、三島町教育委員会委員の任命同意を求めるについてを議題といたします。
　　提案理由並びに説明を求めます。町長。

○町長　　議案第58号、三島町教育委員会委員の任命同意を求めるについてご説明申し上げます。

　　来る９月30日をもって任期満了を迎えられます三島町教育委員会委員半澤美由紀氏におかれましては、平成23年12月21日に教育委員に就任され、以来３期12年にわたり三島町の教育行政に深いご理解とご指導を賜り、本町教育の振興、発展にご尽力されております。
　　半澤美由紀氏は、人格高潔にして広く社会の実情に精通し、地域住民の信望も厚く、教育熱心であり、学術文化に関しての深い造詣を有しておられ、様々な観点からご指導を続けられており、その情熱と高い識見を基に、今後も引き続き本町の教育振興、発展のためご尽力を賜りたく、ご同意をお願いする次第であります。
記

　　住　　所　大沼郡三島町大字名入字中居平1313番地
　　氏　　名　半澤美由紀
　　生年月日　昭和38年12月26日
　　以上です。よろしくお願いします。
○議長　　説明が終わりました。

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第58号、三島町教育委員会委員の任命同意を求めるについてを採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます
　　よって、議案第58号は原案のとおり同意されました。
　　　　　　　　　　◎議案第59号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第11、議案第59号、三島町固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求めるについてを議題といたします。

　　提案理由並びに説明を求めます。町長。

○町長　　議案第59号、三島町固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求めるについてご説明申し上げます。

　　来る９月30日をもって任期満了を迎えられます三島町固定資産評価審査委員会委員目黒忠昭氏におかれましては、平成20年10月１日より５期15年にわたり本町税行政の発展にご尽力をいただいておりますが、この任期をもって退任されることから、新たな委員として片山一雄氏を選任いたしたく、ご提案申し上げる次第であります。
　　片山一雄氏は、民間企業を退職後、地区区長や地区納税組合長を務められ、広く社会の実情に精通し、優れた識見を有しており、人格高潔にして温厚かつ誠実な人柄から住民の信望が厚く、固定資産評価審査委員会委員として適任であり、本町の税行政の発展にご尽力を賜りたく、選任についてご同意を願うものであります。
記
　　１、住　　所　三島町大字桧原字居平2334番地
　　２、氏　　名　片山一雄
　　３、生年月日　昭和24年11月15日
　　よろしくお願いいたします。

○議長　　説明が終わりました。

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第59号、三島町固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求めるについてを採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第59号は原案のとおり同意されました。

　　　　　　　　　　◎諮問第１号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第12、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めるについてを議題といたします。
　　説明を求めます。町長。

○町長　　諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めるについてご説明申し上げます。

　　来る12月31日をもって任期満了を迎えられます人権擁護委員二瓶　厚氏におかれましては、平成23年７月１日より４期12年にわたり人権擁護の啓発活動に取り組んでいただいておりますが、この任期をもって退任されることから、新たな委員として渡部繁信氏を推薦いたしたく、ご提案申し上げる次第であります。
　　渡部繁信氏は、三島町職員として40年にわたり勤務され、在職中は町民課長、総務課長を歴任し、退職後は町社会福祉協議会事務局長を務められると、人格高潔にして広く社会の実情に精通し、優れた識見を有しており、温厚かつ誠実な人柄で、地域住民の信望も厚く、人権擁護委員として適任であることから、推薦いたしたく、ご意見を頂戴するものであります。
記

　　１、住　　所　三島町大字大石田字下居平４番地
　　２、氏　　名　渡部繁信
　　３、生年月日　昭和31年１月19日
　　よろしくお願いいたします。
○議長　　説明が終わりました。

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めるについてを採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます
　　よって、諮問第１号は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎継続審査の申し出について

○議長　　日程第13、継続審査の申し出についてを議題といたします。

　　事務局。
　　　　　　　　　　（事務局長朗読）

○議長　　お諮りいたします。
　　ただいま継続審査の申出のとおり、継続審査とすることにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。

　　以上をもちまして本会議に付議されました案件の審議は全部終了いたしました。

　　　　　　　　　　◎閉会

○議長　　よって、令和５年第３回三島町議会定例会を閉会いたします。

　　ご苦労さまでした。

（午前１１時４１分）
　　会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

　　三島町議会議長

　　三島町議会署名議員
　　三島町議会署名議員
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